



































































































































分析番号 出土地点 器種 Si Ti Al Fe Mn Mg Ca Na K P
１ １区南斜面包含層 杯蓋 71.03 0.91 17.11 5.87 0.02 1.33 0.21 0.45 2.87 0.06
５ １区南斜面包含層 杯蓋 72.77 1.04 17.34 5.70 0.00 0.44 0.26 0.00 2.28 0.04
２ １区南斜面包含層 杯身 74.93 0.93 15.15 6.00 0.01 0.39 0.22 0.00 2.23 0.06
４ １区南斜面包含層 杯身 71.78 0.97 17.22 6.90 0.00 0.31 0.27 0.00 2.39 0.03
６ １区南斜面包含層 杯身 74.22 1.02 15.70 6.87 0.00 0.24 0.15 0.00 1.69 0.04
３ １区南斜面包含層 高杯脚部 70.89 1.11 17.22 7.83 0.01 0.71 0.14 0.00 1.94 0.05
７ １区南斜面包含層 甕 78.59 0.70 13.67 3.18 0.00 0.23 0.62 0.48 2.39 0.04
８ １区南斜面包含層 甕 72.79 1.04 17.09 6.41 0.01 0.52 0.07 0.00 1.90 0.04
９ １区北側包含層 杯蓋 75.86 0.97 15.76 4.41 0.00 0.25 0.30 0.02 2.30 0.05
10 １区北側包含層 杯蓋 72.64 0.97 16.06 5.80 0.01 0.56 0.37 0.90 2.53 0.03
13 １区北側包含層 杯蓋 73.75 0.97 15.61 6.51 0.00 0.51 0.18 0.15 2.20 0.05
11 １区北側包含層 杯身 71.45 1.01 18.11 7.14 0.02 0.31 0.02 0.00 1.82 0.03
12 １区北側包含層 杯身 74.94 1.14 15.74 5.19 0.00 0.26 0.15 0.00 2.44 0.03
14 １区北側包含層 杯身 73.82 1.34 16.21 6.02 0.00 0.27 0.68 0.23 1.29 0.03
15 １区北側包含層 杯身 74.40 1.19 16.12 5.89 0.02 0.38 0.09 0.00 1.76 0.04
16 １区北側包含層 杯身 78.12 1.02 14.17 4.43 0.00 0.24 0.11 0.00 1.80 0.04
17 １区北側包含層 杯身 72.73 0.95 15.93 6.31 0.00 0.63 0.24 0.83 2.24 0.05
18 １区北側包含層 杯身 72.92 0.96 15.73 7.16 0.02 0.63 0.10 0.25 2.07 0.05
19 １区北側包含層 甕 71.84 0.95 18.25 5.57 0.02 0.72 0.22 0.00 2.28 0.05
27 ２区拡張区包含層 杯身 74.19 1.07 15.17 7.98 0.00 0.18 0.06 0.01 1.23 0.04
28 ２区拡張区包含層 杯身 71.98 1.12 18.00 6.02 0.00 0.48 0.06 0.00 2.18 0.04
29 ２区包含層 杯身 72.83 1.00 16.07 6.69 0.01 0.35 0.27 0.36 2.29 0.05
24 ２区包含層 甕 74.21 0.89 15.07 5.84 0.02 0.37 0.27 0.27 2.86 0.03
25 ２区包含層 甕 71.88 1.08 17.31 6.71 0.00 0.53 0.20 0.00 2.16 0.04
30 ２区包含層 甕 75.92 0.93 14.24 4.27 0.02 0.34 0.48 0.97 2.65 0.04
20 ３区包含層 杯蓋 74.16 0.79 14.96 6.72 0.02 0.33 0.18 0.00 2.70 0.04
21 ３区包含層 杯蓋 70.73 1.17 17.79 7.22 0.00 0.68 0.26 0.00 2.03 0.04
22 ３区包含層 杯蓋 71.27 0.97 17.11 7.23 0.00 0.36 0.17 0.00 2.77 0.03
23 ３区包含層 杯身 71.60 0.99 17.78 5.71 0.02 0.36 0.37 0.42 2.62 0.03
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第４図　山の間遺跡出土須恵器の産地推定
胎土分析からみた古墳時代須恵器の生産と流通－岡山県赤磐市山の間遺跡出土須恵器の産地から－ 
89
５．分析結果から
　今回，分析した山の間遺跡出土須恵器がほぼすべて，
陶邑産と推定されたことについて若干の考察を行いた
い。
　まず，この遺跡は古墳時代中期から後期にかけての集
落遺跡で，遺構としては方形の竪穴住居15軒，掘立柱建
物１軒，段状遺構16基，土坑５基などである（金田・有
賀2017）。このうち，一辺約４mの竪穴住居８には，カ
マドの一部が良好に残存し，中央の燃焼部には土師器甕
が当時のままで残っていた。時期は６世紀中葉である。
他の竪穴住居にもカマドが設置されており，この時期に
普及していたようである（金田2017）。
　また，山の間遺跡から砂川を挟み北東に直線で約
1.6kmに位置する斎富遺跡でも古墳時代の集落が確認さ
れている。この集落の特徴は，５世紀中葉以降に集落規
模が拡大していること，５世紀後半の竪穴住居内から
は，新羅系の陶質土器や金銅製の馬具などが出土してい
ることから朝鮮半島とのつながりをもった人々が居住し
ていたと考えられている（亀田2019）。この他の遺跡と
しては，門前池遺跡や門前池東方遺跡があり，平野部を
取り囲む丘陵部には古墳時代の集落が形成されている。
　次に山の間遺跡から直線距離で北東に約２kmに，６
世紀前半から中葉の別所窯跡が存在するが，今回の分析
では，この窯で焼成された須恵器は使用されていなかっ
た。分析した須恵器の時期も５世紀後半から６世紀後半
と時期幅があったにもかかわらず，すべて陶邑と推定
された。つまり，すぐ近くにある別所窯からの供給では
なく，遠くの陶邑で生産された須恵器を使用していると
いうことには，どのようなことが考えられるのだろう
か。この他地域の須恵器を使用する理由としては，別所
窯の生産量が小規模で少なかったのか，生産と消費が釣
り合っていなかったことも考えられる。あるいは，山の
間遺跡や斎富遺跡を残した集団が渡来系に関係した人々
で，鉄器生産・農耕・可耕地の開発に係わっていた人た
ちであった。この両宮山古墳を中心とする赤磐地域の渡
来系の人たちは，畿内と深く関係がある。つまり，畿内
経由で来ていることが想定されている（亀田2019）。こ
の畿内経由で来た渡来系の人たちは，陶邑産須恵器を使
用していたということが考えられる。
　以上のように地元に須恵器窯があるにもかかわらず陶
邑産の須恵器をなぜ使用していたのか，推定の域を出な
いが十分想定されることである。
　今後，斎富遺跡など周辺遺跡から出土する須恵器の分
析を行い，前述したようなことが想定できるのか検証し
ていく必要がある。
　この小稿では，亀田修一先生に終始ご教示頂いた。末
筆ではありますが記して感謝いたします。
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